
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

山村 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

計画期間※ 5年

開始年月日 2024年4月1日

終了年月日 2029年3月31日

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名
須崎市（全部過疎）

地域内総人口（人） 19,884

地域総面積（㎢） 135.20

令和６年１１月７日（変更申請）
令和７年３月２７日（変更報告）

１　計画の基本的な事項

構成市町村等
（作成者）名

高知県須崎市

須崎市循環型社会形成推進地域計画（２次計画）

令和５年１２月２２日作成
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施済の場合

実施予定の場合

備考
 本市は、山村地域及び過疎地域に該当するため、「プラスチック資源の分別
収集・再商品化の要件化」（プラスチック使用製品廃棄物の分別収集及び再商
品化に必要な措置を実施すること。）の対象外である。

実施しない（予定）地域 須崎市

プラ要件化対象事業の実施 －

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

高知県ごみ処理広域化計画

　高知県では平成11年6月に、県内各市町村が互いに連携協力することによってごみ問題をとりまく課題
を解決していくための指針として、市町村の意見等を踏まえて「高知県ごみ処理広域化計画」を策定
し、現在、県において「高知県廃棄物処理計画」の改訂とあわせて上記「高知県ごみ処理広域化計画」
の見直し作業が行われている。
その中で本市は高幡広域ブロックに位置付けられ、現存するごみ処理施設を１施設に統合して整備する
目標となっている。
　高幡広域ブロックの現状は本市が含まれる組合（令和４年度からは梼原町も加入）、四万十町の２つ
に分かれており、組合で固形燃料化施設を、四万十町で焼却施設を整備している。
２つの施設はそれぞれ稼働開始年度が異なることから、県の計画でも耐用年数等を見極め、可能なもの
から順次集約を図っていくこととなっているように、それぞれの次期施設の更新の検討に当たっては施
設の集約化について、県を含め関係市町等と定期的に協議していく。
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入状況 ①全ての構成市町村で導入済

備考

策定状況 ①構成市全てで策定済

策定済の構成市（計画の名称） 須崎市災害廃棄物処理計画

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和4年度 令和11年度 現状比

19,884 19,115 -3.9%

2,022 1,525 -24.6%

4,569 4,385 -4.0%

630 628 -0.3%

　その他排出量（トン） 0 0 0

　⑤総排出量（トン） 6,591 5,910 -10.3%

908 847 -6.7%

　再生利用量 3,622 3,279 -9.5%

55% 55%

　最終処分量 156 142 -9.0%

2% 2%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　排出量

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/
人日〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

　⑧埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

　③生活系ごみ排出量（トン）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　⑦総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　①総人口（人）

　②事業系ごみ排出量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和4年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

6,591 t
リサイクル率

55.0%

処理残さ量

3,466 t
排出量 計画処理 52.6%

6,591 t
100.0% 減量化量

2,813 t
自家処理量 42.7% 最終処分量

156 t
2.4%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和11年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

5,910 t
リサイクル率

55.5%

処理残さ量

3,109 t
排出量 計画処理 52.6%

5,910 t
100.0% 減量化量

2,489 t
自家処理量 42.1% 最終処分量

0 t 142 t
2.4%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

0 t
0.0%

0 t 3,622 t

6,591 t

0 t

0 t 3,279 t

5,910 t
5,598 t 142 t
94.7% 2.4%

直接最終処分量

312 t 2,967 t
5.3% 50.2%

中間処理量 処理後最終処分量

0 t
0.0%

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

直接資源化量 処理後再生利用量

6,279 t 156 t
95.3% 2.4%

直接最終処分量

312 t 3,310 t
4.7% 50.2%

中間処理量 処理後最終処分量

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

直接資源化量 処理後再生利用量
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　事業活動によって生じた廃棄物で、廃棄物処理法及び政令で定めた産業廃棄物の運搬及び処分は、今
後も排出者の責任において許可業者に委託し適正に処理を行う。ただし、リサイクルプラザにおいて、
一般廃棄物と併せて適正処理または再資源化が可能な産業廃棄物については、引き続き受入れを行う。

　上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備を行う。
また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

 本市では、先にも述べたように、主な可燃性ごみは「固形燃料化するごみ」として、組合の固形燃料化
施設において固形燃料として資源化しているため、高いリサイクル率を保っている。本市の生活系ごみ
の排出量は減量傾向を示しているものの、一層のごみの排出抑制・減量化は重要となる。固形燃料化す
る前に減量化、資源化できる品目を検討する。特に、食品ロス削減の観点から、食べ残しなどの食品残
渣の削減の啓発を拡充し生ごみの削減を図る。また、衣類や木製家具など、すぐに捨ててしまうのでは
なく、修理や補修、リフォームして大事に使うや必要としている人に譲るなど、ごみとならない工夫を
啓発し、減量に努める。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 

　今後とも生活系ごみの分別区分に準じ、収集、処分を行う。ごみ固形燃料化施設及びリサイクルプラ
ザで処理・処分できないごみについては、排出業者または一般廃棄物収集運搬許可業者もしくは再生輸
送業指定業者により運搬し、一般廃棄物処分業者または再生活用業指定業者へ搬入する（魚あらは市が
指定する再生輸送業指定業者に委託し、指定証で指示する再生活用業指定業者に搬入する）。
また、事業系ごみは微減傾向にあるため、引き続きごみの減量化に努めていく。
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表２　須崎市の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法
処理施設

等
分別区分 処理方法

処理施設
等

分別区分 処理方法
処理施設

等
一次処理 二次処理

固形燃料化
するごみ
（可燃ご
み）

固形燃料化
→資源化

高幡東部清
掃組合
ごみ固形燃
料化施設

住友大阪セ
メント

固形燃料化
するごみ
（可燃ご
み）

固形燃料化 資源化

高幡東部清
掃組合
ごみ固形燃
料化施設

民間セメン
ト工場

ビン
破砕→減容
化→保管→
資源化

リサイクル
プラザ

ビン 資源化 資源化

カン・スプ
レー缶

圧縮→減容
化→保管→
資源化

リサイクル
プラザ

カン・スプ
レー缶

資源化 資源化

ペットボト
ル

圧縮→減容
化→保管→
資源化

リサイクル
プラザ

ペットボト
ル

資源化 資源化

蛍光灯、体
温計等

保管→処分
適正処理・
処分業者

蛍光灯、体
温計等

資源化 資源化

新聞、雑
誌、衣類等

資源化 直接資源化
新聞、雑
誌、衣類等

資源化 指定法人 資源化

雑ごみ

手選別→破
砕、発泡ｽﾁ
ﾛｰﾙ、埋立
ごみ、固形
燃料化する
ごみに分別
・破砕→
鉄・アル
ミ、埋立ご
み→資源
化、埋立
・発泡ｽﾁﾛｰ
ﾙ→減容→
破砕→埋立
・埋立ごみ
→埋立
・固形燃料
化するごみ
→固形燃料
化→資源化

高幡東部清
掃組合
ごみ固形燃
料化施設
住友大阪セ
メント
再生処理業
者

リサイクル
プザ
再生処理業
者

雑ごみ

手選別→破
砕、発泡ｽﾁ
ﾛｰﾙ、埋立
ごみ、固形
燃料化する
ごみに分別
・破砕→
鉄・アル
ミ、埋立ご
み→資源
化、埋立
・発泡ｽﾁﾛｰ
ﾙ→減容→
破砕→埋立
・埋立ごみ
→埋立
・固形燃料
化するごみ
→固形燃料
化→資源化

高幡東部清
掃組合
ごみ固形燃
料化施設
住友大阪セ
メント

リサイクル
プラザ
再生処理業
者

現　　　状（令和４年度） 今　　　後（令和１１年度）

処理施設等
分別区分 処理方法
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
須崎市クリーンセン
ター横浪リサイクル

プラザ

事業主体 須崎市

工種 改良（改造）工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

施設の長寿命化、温
室効果ガスの削減対
策

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 選別・破砕・圧縮

処理能力（単位） 6.2ｔ/日

事業期間 R5-7

竣工（事業完了）予定年月 R8.3.31

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

須崎市浦ノ内東分フ
カウラ2238-1

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0ｍ

浸水対策 浸水想定なし

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業

CO2削減率
※改良事業の場合

7.7%

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
－

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 固形燃料化施設 リサイクル施設 最終処分場

施設名
ごみ固形燃料化施

設

須崎市ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ横
浪

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ

須崎市ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ横浪
埋立処分場

施設所有主体 高幡東部清掃組合 須崎市 須崎市

型式及び処理方式
ごみ固形燃料化方

式

破砕機、磁選機、
アルミ選別機、
アルミ缶圧縮機

ｻﾝﾄﾞｲｯﾁｾﾙ構造

処理能力（単位） 26.5ｔ/8h×2基

カン：1.0ｔ/日
ビン：1.3ｔ/日
プラ：0.3ｔ/日

雑ごみ：3.6ｔ/日

91,000㎥

エネルギー回収の有無 無 無 無

竣工年月 H14.3 H16.3 H16.3

廃止又は休止（予定）年月 ー ー ー

施設所在地
高岡郡中土佐町久

礼5966番地
須崎市浦ノ内東分

ﾌｶｳﾗ2238-1
須崎市浦ノ内東分

ﾌｶｳﾗ2238-1

想定される浸水深 浸水深0ｍ 浸水深0ｍ 浸水深0ｍ

浸水対策 浸水想定なし 浸水想定なし 浸水想定なし

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和4年度 目標　: 令和11年度

人口 構成比 人口 構成比

1,222 6.2% 1,437 7.5%

162 0.8% 141 0.7%

8,366 42.1% 9,088 47.5%

9,750 49.0% 10,666 55.8%

7,400 37.2% 6,534 34.2%

2,734 13.8% 1,915 10.0%

10,134 51.0% 8,449 44.2%

19,884 100.0% 19,115 100.0%

4,061 3,762

5,414 5,016

9,475 8,778

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）

し
尿
・
汚
泥
の
量

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）
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（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

合併処理浄化槽の整備については、表７のとおり行う。

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

生活排水の処理については、引き続き、下水道や集落排水処理施設が整備されていない人口散在地域等
で合併浄化槽の整備を進めていく。
また、し尿、浄化槽汚泥（集落排水からの汚泥を含む）については、高幡東部清掃組合の汚泥再生処理
センターにおいて処理し、生じた汚泥を脱水後、堆肥化を行い、再生利用を進めている。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 1

事業主体 須崎市

事業名称 浄化槽設置整備事業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和４年度）
2,100基

処理人口（人） 7,890人

整備計画

整備計画基数（基） 85基

整備計画人口（人） 490人

事業期間 R6～R10

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

国土強靭化地域計画

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　現在、家庭系と事業系に分けられている固形燃料化するごみのうち家庭系ごみは、有料指定ごみ袋制
で、指定袋大袋１枚46円・小袋1枚36円で販売し、手数料徴収している。収集は週2回、業者委託で行っ
ている。また、事業系ごみは、事業者と許可業者（2社）との契約で収集している。
　不燃ごみの収集業務は、業者委託（一部直接搬入）で行っており、平成12年度上期より市内全域で分
別収集（コンテナ）を始めた。
　平成20年度下期からは、ごみの減量化と再資源化を推進するため、有料指定袋制を導入し、指定袋大
袋１枚50円・小袋1枚40円とごみ処理券（１枚100円）を販売により手数料を徴収し、資源ごみ・水銀系
有害ごみ以外の不燃ごみの処理を有料化した。
　固形燃料化するごみと不燃ごみの有料化を今後も継続するとともに、徴収金額については、社会情勢
や周辺自治体の動向を踏まえ、適宜見直しを検討する。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

 　環境教育、普及啓発、助成
　市民が購入・排出段階で減量化の必要性及び分別の徹底による資源回収の重要性を認識し、実践する
ために広報・啓発活動に積極的に取り組む。
　排出抑制・再資源化に対する意識を育てるため、市内小・中学校等における学校教育の場や自治会
などの団体活動の場において、勉強会、見学会などを実施し、ごみに対する教育の充実を図る。
　また、市広報に排出抑制・再資源化及び分別方法などごみに関する記事を掲載し、市民のごみに対す
る意識改革を行うとともに、必要に応じて地元新聞やCATVなどを活用してPRを行う。
一方、固形燃料化するごみ減量化を目的とした生ごみ処理容器、電動生ごみ処理器の助成については、
これまでの制度の検証を行うことにより制度の内容の充実を図り、今後も継続し、排出抑制及び再資源
化につなげる。

 　マイバッグ運動・レジ袋対策
　小売業等事業者が消費者に対しプラスチック製買物袋を有料で提供する制度が令和2年7月1日から全国
一律で開始したことにより、市民のマイバッグ利用、レジ袋の削減が定着してきている。
　レジ袋有料化に併せ、事業者の自主回収や消費者のごみ資源化への関心を高めるためなど、排出抑制
やごみのリサイクル活動を積極的に行う事業所を「リサイクル協力店」として認定し、認証マークや認
定証を配布する制度の導入を検討する。

 　ごみ分別の推進
　本市では固形燃料化するごみ及び不燃ごみの分別収集を行っており、固形燃料化するごみにおける区
分及び種類並びに排出方法の概要を表3に、資源ごみを含めた不燃ごみにおける分別の区分及び種類並び
に排出方法の概要を表4に示す。
　これらは、円滑な再資源化と資源回収並びに適正処分を行うことを目的として定めたものである。こ
の区分及び排出方法が徹底されていないと、本来資源であるものを埋めたり、処理施設を破損したりな
ど、さまざまな問題を引き起こすことが考えられる。従って、これらの徹底は、ごみ処理を推進する上
で最も重要な課題の一つとして取り組む。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　市民意識への取り組みとして、大量消費、大量破棄のライフスタイルを見直しするための環境教育の
一環で、買い物袋（マイバック）の持参、過剰包装の辞退等、環境に配慮したライフスタイルの推奨
と、認定プラスチック使用製品の利用など適切な商品選択などを実施していく。この実施の啓発活動や
情報提供は、ごみ分別カレンダー、広報紙、本市内で実施される各種イベント及び子どもへの環境教育
の機会により行う。
　プラスチック資源使用製品廃棄物について、現在の固形燃料化を継続するが、今後、活用に向けた分
別収集・再商品化の実施方法や実施時期について、情報収集を行い、検討を行う。
　なお、本市は、山村地域及び過疎地域に該当するため、「プラスチック資源の分別収集・再商品化の
要件化」（プラスチック使用製品廃棄物の分別収集及び再商品化に必要な措置を実施すること。）の対
象外である。
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　　オ　災害時の廃棄物処理に関する事項

台風や地震などの災害時には、廃棄物が大量に発生する。こういった災害廃棄物に対し、リサイクルプ
ラザで迅速に対応することは処理能力から難しい。こうしたことから、クリーンセンター横浪では災害
ごみの緊急保管場所を設けている。災害ごみの処理については、保管場所の容量や収集・運搬及び処理
体制についての課題と、須崎市地域防災計画、高幡ブロックの災害廃棄物広域処理ブロック協議会にお
ける検討結果を踏まえ、災害時に迅速かつ的確に対応すべく、災害廃棄物処理計画に基づき、災害対策
に取り組む。

　　カ　生活排水対策

家庭等から排出される汚濁負荷量の削減のため、次の啓発活動の強化を図る。
・広報活動の実施
・廃油ポット、三角コーナーネット、拭取紙等の排出抑制用品の普及
・無リン洗剤、せっけんの使用

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

排出の際の分別について、市民に対して啓発していく。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

 本市は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、高知県及び国
と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

 計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。
 また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。
 なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。

16



総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

995,907 918,357 937,735 868,742 459,492 409,250 0 0 0

1 須崎市 6.2 ｔ/日 R6 R7 R6 R7 995,907 918,357 937,735 868,742 459,492 409,250 全体事業期間：R5～R7

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

45,340 45,340 9,068 9,068 9,068 9,068 9,068

1 須崎市 R6 R11 R6 R11 45,340 45,340 9,068 9,068 9,068 9,068 9,068

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

85 基 45,340 45,340 9,068 9,068 9,068 9,068 9,068

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

995,907 963,697 937,735 914,082 468,560 418,318 9,068 9,068 9,068合     　　計

廃棄物運搬中継のための整備事業

有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事
業

内
訳

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

し尿処理施設の改良事業等

計画支援事業等

エネルギー回収等のための整備事業

適正な最終処分のための整備事業

マテリアルリサイクル推進等のための整備事
業

須崎市クリーンセンター横浪リサイク
ルプラザ

事　業　種　別 規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

事業主体
名　　称

備　　考

施　設　名　称　等

事業
番号

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）
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一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

①総人口（人） 21,142 20,743 20,285 19,884 20,311 20,085 19,859 19,673 19,487 19,301 19,115

②事業系ごみ排出量
（トン）

2,108 1,994 2,052 2,022 1,621 1,603 1,586 1,571 1,556 1,541 1,526

③生活系ごみ排出量
（トン）

4,945 4,796 4,757 4,569 4,991 4,892 4,795 4,714 4,635 4,555 4,478

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

58 59 293 284 301 299 296 293 290 289 286

その他排出量
（トン）

⑤総排出量
（トン）

7,053 6,790 6,809 6,591 6,612 6,495 6,381 6,285 6,191 6,096 6,004

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

911 897 920 908 889 886 880 875 868 865 861

⑦総資源化量
（トン）

6,413 6,165 3,698 3,622 3,650 3,588 3,527 3,476 3,426 3,375 3,326

⑧埋立最終処分量
（トン）

386 278 154 156 159 156 153 151 149 146 144

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

4,496 4,352 2,585 2,510 2,756 2,702 2,649 2,607 2,566 2,521 2,481

年間日数
（日）

366 365 365 365 366 365 365 365 366 365 365

過去の状況・現状 予測

指標・単位

21,142 

20,743 

20,285 

19,884 

20,311 
20,085 

19,859 
19,673 

19,487 
19,301 

19,115 

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500

21,000

21,500

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

4,945 4,796 4,757 4,569 4,991 4,892 4,795 4,714 4,635 4,555 4,478 

2,108 1,994 2,052 2,022 
1,621 1,603 1,586 1,571 1,556 1,541 1,526 

7,053 6,790 6,809 6,591 6,612 6,495 6,381 6,285 6,191 6,096 6,004 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

6,413 
6,165 

3,698 3,622 3,650 3,588 3,527 3,476 3,426 3,375 3,326 

386 278 154 156 159 156 153 151 149 146 144 
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7,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）

58 59 

293 284 301 299 296 293 290 289 286 

911 897 920 908 889 886 880 875 868 865 861 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）
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目標

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

総人口（人） 21,142 20,743 20,285 19,884 19,446 19,006 18,567 18,127 17,689 17,249 19,115

1,178 1,171 1,181 1,222 1,228 1,234 1,240 1,246 1,252 1,258 1,437

5.6% 5.6% 5.8% 6.1% 6.3% 6.5% 6.7% 6.9% 7.1% 7.3% 7.5%

184 181 177 162 157 151 146 140 135 129 141

0.9% 0.9% 0.9% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.8% 0.7% 0.7%

8,550 8,515 8,457 8,366 8,313 8,259 8,206 8,152 8,099 8,045 9,088

40.4% 41.0% 41.7% 42.1% 42.7% 43.5% 44.2% 45.0% 45.8% 46.6% 47.5%

未処理人口（人） 11,230 10,876 10,470 10,134 9,748 9,362 8,975 8,589 8,203 7,817 8,449

生活排水の処理の実績と予測

過去の状況・現状 予測

汚水衛生未処理人口

　指標・単位

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

11,230 10,876 10,470 10,134 9,748 9,362 8,975 8,589 8,203 7,817 8,449

8,550 8,515 8,457 8,366 8,313 8,259 8,206 8,152 8,099 8,045
9,088

184 181 177 162 157 151 146 140 135 129

141

1,178 1,171 1,181 1,222 1,228 1,234 1,240 1,246 1,252 1,258

1,437

21,142 20,743 20,285 19,884 19,446 19,006 18,567 18,127 17,689 17,249
19,115

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等

（人）

合併処理浄化槽等

（人）

未処理人口（人）
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【添付資料　　対象地域図】

須崎市
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【添付資料　　地域内の施設の現状と予定（位置図）】
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【添付資料　　浄化槽整備区域図及び浄化槽処理促進区域図】
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【添付資料　　地域のハザードマップ】

リサイクルプラザ

クリーンセンター横浪
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【添付資料　　国土強靱化地域計画（事業が記載されている部分の抜粋）】
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